
      地域と共に グリーン北杜    おかげ様で 10 周年 

    自然保護活動    事業報告    特定外来植物駆除活動 

 

   グリーン北杜が実施している自然保護活動 

特定外来種のオオキンケイギク クリーン作戦が、今年

も行われ、近年集中して行なっている河川敷と道路を年

度比較するために、集中的に行いました。特に河川敷で

は、昨年 50 袋ほど一ヶ所で駆除致しましたが同一ヶ所

を今年も集中して駆除作業を実施しましたところ 

   昨年の咲き具合              今年の状況 

 見た目は少ない? 

今年は、昨年より少なく感じましたが、いざ駆除を始めたところ、昨年より成長

時期がズレたようで、昨年は一面を黄色い花が埋めていましたが、今年は、花よ

り成長途中のもが多く、見落ししてしまうオオキンケイギクがあり、目が、成長

前で開花していない株に慣れてくると、事態は一変、取れるは取れる。 

昨年、5０袋、今年は 40 袋大差があまり無い状況に、小さい分、駆除作業は昨年

より時間がかかり、駆除作業は苛烈（砂の照り返しが）になりました。 

このように、堤防の石垣の隙間にも 

オオキンケイギクは進出しており、 

駆除作業は足場を確保し、滑り落ちないように注

意しながら、作業を行いました。もちろん下に待

機しており安全確保は当たり前です。北杜市内で

は、当初のオオキンケイギクは、園芸種として持

ち込まれ、多くの場所で咲きほこっているのを目撃でき、集中して咲く黄色い花

は見事という感覚が多く、特定外来種に指定されても、なかなか駆除が進まない

のが現状です。 



最初は、園芸種としての販売から始まりま

したが、その猛烈な繁殖力により在来種の

ナデシコ類やキスゲ類の繁殖地域も凌駕

し、生育範囲を拡大させたために、特定外

来種として駆除対象に指定されました。 

特定外来種とは日本古来の在来種を駆逐

する恐れがあり、生態系に影響を及ぼし、

日本の風景を変え、生物多様性を損なう恐

れがある動植物が適用されています。 

河川は、ブラックバス類やカミツキガメ等 

植物では、オオキンケイギク等があり 

どちらも、日本国内に持ち込んだのは、私

たちです。人間は過ちに気づき、過ちを正

すことができます。今回「特定外来生物」 

として、指定されたものは、法律で、栽培や持ち出し・飼育・放流が禁止され、 

罰則があり、個人の場合、最高懲役３年以下、300 万円以下の罰金、企業の場合

は１億円以下の罰金が科せられると紹介されています。今現在は、周知期間とし

てか、取締自体は、確認していませんが、いずれ、大麻草やケシの罰則のような

取締になると思われますが、懲役刑は大麻草やケシの罰則の７年が上回ってい

ますが、罰金はオオキンケイギクを栽培した方が上回っています。 

ご自宅や、その周辺に咲いていたならば、所有者に一声かけるのも親切かもしれ

ません。詳しくは、ネットで「外来生物法」と入力して、ご確認ください。 

  

今年は、参加者が少なく、作業時間はかかりましたが、成果として、軽トラック

2台分のオオキンケイギクを駆除することができました。次年度もこの活動を広

めてゆく予定ですので、皆様のご協力をお願い致します。 


